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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第54期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

第54期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,774,0344,503,0542,379,5872,258,77610,002,658

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △18,643 △66,345 △19,931 △16,025 25,130

四半期純利益又は四半
期 （ 当 期 ） 純 損 失
（△）

(千円) △370,995△181,604△338,652 70,088△1,148,447

純資産額 (千円) ― ― 2,307,3321,291,6911,507,212

総資産額 (千円) ― ― 6,776,2695,476,3326,768,188

１株当たり純資産額 (円) ― ― 621.29 350.64 409.15

１株当たり四半期純利
益金額又は四半期(当
期)純損失金額（△）

(円) △99.89 △49.30 △91.19 19.03 △309.96

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 34.1 23.6 22.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 104,032 300,235 ― ― 453,671

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △166,328△365,092 ― ― △398,358

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 260,724△184,638 ― ― 229,251

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 833,424 668,272 917,960

従業員数 (名) ― ― 388 397 392

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を記載しております。

４　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事
業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 397〔69〕

(注) １　従業員数は就業人員を記載しております。

２　従業員数の〔　〕内は、外書で臨時雇用者数(当第２四半期連結会計期間における平均雇用人数を１人１日８時間で換

算し算出)を記載しております。

 

 

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 303〔58〕

(注) １　従業員数は就業人員を記載しております。

２　従業員数の〔　〕内は、外書で臨時雇用者数(当第２四半期会計期間における平均雇用人数を１人１日８時間で換算し

算出)を記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

印刷事業   

折込広告 1,628,218 93.4

包装資材 40,830 100.3

　その他印刷物 624,652 102.9

計 2,293,701 95.9

その他の事業 ― ―

合計 2,293,701 95.9

(注) １　金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　金額には、消費税等は含まれておりません。

３　上記の内には外注生産によるものを含んでおります。

 

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

印刷事業     

折込広告 1,613,704 95.9 323,064 115.7

　包装資材 39,294 89.0 2,561 51.8

　その他印刷物 533,383 101.3 106,815 82.6

計 2,186,382 97.0 432,441 104.5

その他の事業 48,093 89.3 ― ―

合計 2,234,475 96.8 432,441 104.5

(注) １　金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

印刷事業   

　折込広告 1,627,454 93.5

　包装資材 39,302 94.2

　その他印刷物 543,926 100.2

計 2,210,683 95.1

その他の事業 48,093 89.3

合計 2,258,776 94.9

(注) １　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱ヤマダ電機 569,465 23.9 527,176 23.3

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有
価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が
判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、昨年来の急激な景気悪化に対し一部では回復の兆しが報道され
ているものの企業収益の大幅な減少、個人消費の低迷や雇用情勢の悪化など厳しい経営環境で推移いたしま
した。
広告業界におきましてもこのような環境の影響を受けており、広告主各社の広告宣伝活動の抑制により、広
告業界全体で前年を下回りました。
印刷業界におきましても、企業収益の低下に伴い、需要減少が続き企業間競争による単価の下落やサイズの
縮小等により、依然として厳しい状況のまま推移いたしました。
このような状況のなか、グループ相互の融合を図りながら、それぞれの分野で販売促進活動において総合的
な企画提案を推進し、グループの得意分野を有効活用し受注拡大を目指しました。また、インターネットを活
用したデジタルチラシの提案も引き続き行いました。
 
 
以上の結果から、当第２四半期連結会計期間の業績は、連結売上高は2,258百万円（前年同四半期比5.1％
減）、連結営業損失は2百万円（前年同四半期は14百万円の連結営業損失）、連結経常損失は16百万円（前年
同四半期は19百万円の連結経常損失）、連結四半期純利益は70百万円（前年同四半期は338百万円の連結四半
期純損失）となりました。
事業の種類別セグメントにつきましては、印刷事業の売上高は2,210百万円（前年同四半期比4.9％の減
少）、営業損失は5百万円（前年同四半期は23百万円の営業損失）となり、その他事業の売上高は48百万円
（前年同四半期比10.7％の減少）、営業損失は1百万円（前年同四半期は3百万円の営業利益）となりました。
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①売上高
印刷事業については主に折込広告の売上減少等により、前年同四半期と比べ115百万円の減少となりま
した。
その他の事業についてはペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売であり、前年同四半期
と比べ5百万円の減少となりました。
②営業利益
印刷事業については、販売費及び一般管理費の減少により前年同四半期と比べ、17百万円の営業損失の
減少となりました。
その他の事業については、商品売上原価の増加により、前年同四半期は3百万円の営業利益を計上してい
たのに対して、1百万円の営業損失を計上することとなりました。

 

(2)　財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,922百万円（第１四半期連結会計期間末に比べ

9.6％減少）となりました。これは、原材料及び貯蔵品が221百万円、受取手形及び売掛金が27万円それぞれ減少

したこと等によるものであります。

 

（固定資産）
当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、2,553百万円（第１四半期連結会計期間末に比べ
1.5％減少）となりました。これは、投資有価証券が44百万円減少したこと等によるものであります。
 

（流動負債）
当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、3,254百万円（第１四半期連結会計期間末に比べ
9.0％減少）となりました。これは、支払手形及び買掛金が201百万円減少したこと等によるものであります。
 

（固定負債）
当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、930百万円（第１四半期連結会計期間末に比べ
9.6％減少）となりました。これは、長期借入金が45百万円及び役員退職慰労引当金が57百万円それぞれ減少
したこと等によるものであります。
 

（純資産）
当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,291百万円（第１四半期連結会計期間末に比べ
6.0％増加）となりました。これは、利益剰余金が70百万円増加したこと等によるものであります。
 

 

 

 

 

 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連結
会計期間末より、64百万円増加し、668百万円となりました。
各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ6百万円減少し、113百万円の収入となりました。これは主に増加要因として、税金等調整前四半期純利益
が42百万円、賞与引当金の増加額74百万円及びたな卸資産の減少が228百万円生じた一方で、減少要因として、
仕入債務の減少が201百万円及び役員退職慰労引当金の減少額が57百万円生じたことによるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ90百万円増加し、42百万円の収入となりました。これは主に増加要因として、投資有価証券の売却による
収入が52百万円生じた一方で、減少要因として、定期預金の預入による支出が10百万円あったことによるもの
であります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ26百万円減少し、91百万円の支出となりました。これは主に短期借入金の減少が33百万円、長期借入金の
返済による支出が45百万円及び配当金の支払額が12百万円生じたことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、世界同時不況の影響により景気後退が長期化し、企業業績の停滞、雇
用調整や個人消費の低迷など厳しい経営環境が続くものと予想されております。
広告業界におきまして、企業の広告宣伝活動の抑制によりマスメディア４媒体にとどまらず全ての媒体で
調整が行われました。
印刷業界におきましても、紙媒体離れに伴う出版需要の減少やメーカーの生産調整などにより印刷需要の
減少が継続されるものと思われます。
このような状況のなか、当第２四半期連結会計期間の営業状況は売上高が若干予想を下回ったことにより、
全ての利益項目につき予想数値を下回ることとなりました。
今後は、当社の強みである短納期対応力と価格対応力に加え、当社グループとして連携を取りながら総合的
な企画提案力を発揮させ、チラシを中心として付加価値を生み出す提案として、Ｗｅｂ上で閲覧できるイン
ターネットチラシに携帯電話機能を加えた「デジム」の提案を推進してまいります。
また、グループ会社で取り扱うシール印刷、ノベルティーグッズ、店内外の装飾品などの販売促進物の他に
展示会やキャンペーンなどの販売促進活動を推進し受注拡大できるように邁進いたします。
加えて、仕入業者の見直しによるコスト削減や販売費及び一般管理費の見直しによる経費低減を継続的に
進めてまいります。
 

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループは、平成21年６月26日開催の株主総会において選任された取締役で構成される取締役会及び
監査役で構成される監査役会により、法令遵守の立場から取締役会と監査役会とのコミュニケーションを図
り、経営の透明性を高め、当社グループの基本方針として取締役会において企業理念を策定し、それに基づき
役員、従業員における規範意識の強化を周知徹底させるため、行動指針を策定いたしました。
策定いたしました行動指針は、全従業員に対し説明会を開催しコンプライアンスに関する知識向上を図り
つつ内部統制を図ることが重要であると考え、その結果予期せぬ損失の発生を防ぐことができ、企業の継続性
も保たれるものと考えます。
また、外部講師を招き全役職者に対し、コンプライアンスの重要性につきセミナー等を行い、また、個人情報
保護に関し、外部認証であるプライバシーマーク及び企業情報の保護についても外部認証であるＩＳＯ２７
００１の取得も進める方針であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,015,585 4,015,585
ジャスダック証券
取引所

単元株式数　1,000株

計 4,015,585 4,015,585 ― ―

（注）平成21年9月28日開催の取締役会決議により、平成21年11月2日付で単元株式数1,000株を100株に変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 － 4,015,585 － 434,319 － 425,177
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

平賀　豊 東京都練馬区 575 14.33

平賀　明男 東京都練馬区 370 9.23

有限会社大豊サービス 東京都練馬区羽沢二丁目２６番１５号 366 9.13

株式会社平賀 東京都練馬区豊玉北三丁目３番１０号 331 8.26

平賀従業員持株会 東京都練馬区豊玉北三丁目３番１０号 224 5.58

平賀　順二 東京都練馬区 209 5.21

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 100 2.49

ＤＩＣ株式会社 東京都板橋区坂下三丁目３５番５８号 100 2.49

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町一丁目７番６号 80 1.99

井林　清松 東京都練馬区 60 1.51

計 ― 2,418 60.23
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  331,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式3,680,000 3,680 ―

単元未満株式 普通株式　　4,585 ― ―

発行済株式総数 4,015,585 ― ―

総株主の議決権 ― 3,680 ―

（注）平成21年9月28日開催の取締役会決議により、平成21年11月2日付で単元株式数1,000株を100株に変更しております。

 

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社平賀

東京都練馬区豊玉北三丁目
３番１０号

331,000― 331,000 8.24

計 ― 331,000― 331,000 8.24

（注）１　上記の他単元未満株式799株を保有しております。

２　平成21年9月28日開催の取締役会決議により、平成21年11月2日付で単元株式数1,000株を100株に変更しております。

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
４月

 
５月

 
６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

最高(円) 400 386 387 425 421 415

最低(円) 381 375 370 390 405 400

(注)　 株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

 

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 役員の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（管理本部長）

取締役
（管理本部長兼管理部長）

柴田憲一 平成21年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連

結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四

半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監

査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 666,685 905,746

受取手形及び売掛金 ※2
 1,288,626

※2
 1,367,490

有価証券 11,587 12,214

商品及び製品 70,319 71,489

仕掛品 87,562 78,340

原材料及び貯蔵品 531,963 862,896

その他 268,361 1,486,192

貸倒引当金 △2,440 △651,730

流動資産合計 2,922,665 4,132,639

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※3
 608,753

※1, ※3
 623,451

土地 ※3
 907,360

※3
 907,360

その他（純額） ※1
 166,457

※1
 183,367

有形固定資産合計 1,682,571 1,714,178

無形固定資産 27,499 28,100

投資その他の資産

破産更生債権等 798,011 6,391

その他 ※3
 843,771 893,446

貸倒引当金 △798,186 △6,568

投資その他の資産合計 843,596 893,269

固定資産合計 2,553,666 2,635,548

資産合計 5,476,332 6,768,188

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 961,153 1,242,460

短期借入金 1,511,900 1,477,900

未払法人税等 7,479 9,544

賞与引当金 112,623 104,376

その他 661,035 1,351,614

流動負債合計 3,254,192 4,185,896

固定負債

社債 34,000 50,500

長期借入金 177,525 269,475

退職給付引当金 506,954 487,670

役員退職慰労引当金 96,939 148,252

その他 115,029 119,181

固定負債合計 930,448 1,075,079
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債合計 4,184,640 5,260,975

純資産の部

株主資本

資本金 434,319 434,319

資本剰余金 425,177 425,177

利益剰余金 1,189,699 1,481,817

自己株式 △259,662 △259,662

株主資本合計 1,789,534 2,081,652

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 63,944 △12,652

土地再評価差額金 △561,787 △561,787

評価・換算差額等合計 △497,843 △574,440

純資産合計 1,291,691 1,507,212

負債純資産合計 5,476,332 6,768,188
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 4,774,034 4,503,054

売上原価 3,788,875 3,557,202

売上総利益 985,158 945,851

販売費及び一般管理費

給料及び手当 295,702 317,358

賞与引当金繰入額 36,692 49,654

退職給付費用 8,466 8,611

役員退職慰労引当金繰入額 10,800 －

その他 644,219 622,690

販売費及び一般管理費合計 995,881 998,315

営業損失（△） △10,722 △52,463

営業外収益

受取利息 4,206 3,762

受取配当金 2,120 1,805

受取家賃 3,528 4,249

その他 8,246 2,528

営業外収益合計 18,101 12,345

営業外費用

支払利息 14,868 14,525

社債発行費 1,959 －

投資事業組合運用損 8,969 11,426

その他 225 275

営業外費用合計 26,023 26,227

経常損失（△） △18,643 △66,345

特別利益

保険解約返戻金 － 2,644

投資有価証券売却益 － 825

役員退職慰労引当金戻入額 － 51,313

未払金取崩益 － 2,625

特別利益合計 － 57,408

特別損失

固定資産除却損 1,284 308

貸倒引当金繰入額 － 142,044

投資有価証券売却損 190 5,570

投資有価証券評価損 2,302 －

保険解約損 － 31,092

減損損失 288,877 －

特別損失合計 292,654 179,015

税金等調整前四半期純損失（△） △311,298 △187,952

法人税、住民税及び事業税 1,081 1,546
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

法人税等調整額 58,616 △7,894

法人税等合計 59,697 △6,348

四半期純損失（△） △370,995 △181,604
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 2,379,587 2,258,776

売上原価 1,896,026 1,769,680

売上総利益 483,561 489,095

販売費及び一般管理費

給料及び手当 144,139 155,080

賞与引当金繰入額 24,302 34,848

退職給付費用 4,233 2,868

役員退職慰労引当金繰入額 5,400 －

その他 319,749 298,405

販売費及び一般管理費合計 497,824 491,203

営業損失（△） △14,262 △2,107

営業外収益

受取利息 2,010 1,388

受取配当金 492 173

受取家賃 1,764 2,348

その他 7,079 1,518

営業外収益合計 11,347 5,428

営業外費用

支払利息 7,861 7,726

投資事業組合運用損 8,969 11,426

その他 184 194

営業外費用合計 17,015 19,346

経常損失（△） △19,931 △16,025

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 3,678

投資有価証券売却益 － 825

役員退職慰労引当金戻入額 － 57,003

未払金取崩益 － 2,625

特別利益合計 － 64,132

特別損失

固定資産除却損 1,129 －

投資有価証券売却損 190 5,570

投資有価証券評価損 2,112 －

減損損失 288,877 －

特別損失合計 292,309 5,570

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△312,240 42,537

法人税、住民税及び事業税 540 545

法人税等調整額 25,871 △28,097

法人税等合計 26,412 △27,551

四半期純利益又は四半期純損失（△） △338,652 70,088
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △311,298 △187,952

減価償却費 77,755 55,509

のれん償却額 31,718 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,781 142,327

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,443 8,247

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,731 19,283

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,800 △51,313

投資有価証券評価損益（△は益） 2,302 －

受取利息及び受取配当金 △6,326 △5,568

支払利息 14,868 14,525

社債発行費 1,959 －

投資有価証券売却損益（△は益） 190 4,744

固定資産除却損 1,284 308

減損損失 288,877 －

売上債権の増減額（△は増加） 900 78,662

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,207 326,190

仕入債務の増減額（△は減少） △20,812 △281,306

その他 △34,340 188,341

小計 23,740 312,000

利息及び配当金の受取額 6,991 6,563

利息の支払額 △15,314 △16,417

法人税等の支払額 △1,910 △3,010

法人税等の還付額 90,525 1,099

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,032 300,235

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △10,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △44,624 △22,534

投資有価証券の取得による支出 △103,071 △3,192

投資有価証券の売却による収入 57 52,152

貸付けによる支出 － △385,241

貸付金の回収による収入 2,101 2,712

その他 △20,790 1,011

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,328 △365,092
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 34,000

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △80,950 △91,950

社債の発行による収入 98,040 －

社債の償還による支出 － △16,500

自己株式の取得による支出 △392 －

配当金の支払額 △105,973 △110,188

財務活動によるキャッシュ・フロー 260,724 △184,638

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △192

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 198,428 △249,687

現金及び現金同等物の期首残高 634,995 917,960

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 833,424

※１
 668,272
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

 

【表示方法の変更】

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

（四半期連結貸借対照表）

前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他」に含めていた「建物及び構築物」は、資産総

額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することとしております。なお、前第２四

半期連結会計期間の有形固定資産の「その他」に含まれる「建物及び構築物」は642,353千円であります。

前第２四半期連結会計期間において、投資その他の資産を一括表示しておりましたが、「破産更生債権等」及

び「貸倒引当金」が、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することと

しております。なお、前第２四半期連結会計期間の投資その他の資産に含まれる「破産更生債権等」は8,219千

円、「貸倒引当金」は△8,367千円であります。

 

 

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

(1) 一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算出したものと著しい変化がないも

のと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算出しております。

(2) 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算

定しております。

(3) 経過勘定項目の算定方法

固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による概算額で

計上する方法によっております。

(4) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法により算定しております。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,431,294千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,389,418千円

※２　裏書手形譲渡高　　　　　　　　　　4,128千円 ※２　裏書手形譲渡高　　　　　　　　　　5,109千円

※３　担保資産

担保に供されている資産で、企業集団の事業の運

営において、重要なものであり、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められるも

のは次のとおりであります。

建物 589,471千円

土地 907,360

投資不動産 71,883

計 1,568,714

※３　担保資産

 

 

 

 

建物 84,453千円

土地 253,186

計 337,640

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 828,542千円

有価証券勘定に含まれるＭＭＦ等 4,882

現金及び現金同等物 833,424
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 666,685千円

有価証券勘定に含まれるＭＭＦ等 11,587

計 678,272

預入期間が３か月超の定期預金 △10,000

現金及び現金同等物 668,272
　

 

 (株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,015,585

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 331,799

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

22/31



 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 110,513 30平成21年３月31日平成21年６月29日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 2,325,741 53,845 2,379,587 － 2,379,587

営業利益又は

営業損失（△）
△23,240 3,877 △19,362 5,100 △14,262

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売

 

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 2,210,683 48,093 2,258,776 － 2,258,776

営業損失（△） △5,608 △1,599 △7,207 5,100 △2,107

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売

 

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 4,667,922106,1114,774,034 － 4,774,034

営業損失（△） △16,259 △4,662 △20,922 10,200 △10,722

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 4,414,211 88,843 4,503,054 － 4,503,054

営業損失（△） △54,784 △7,879 △62,663 10,200 △52,463

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。
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 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

  

 350.64円

  

 409.15円

 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

 
当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)
前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 1,291,691 1,507,212

普通株式に係る純資産額(千円) 1,291,691 1,507,212

普通株式の発行済株式数(株) 4,015,585 4,015,585

普通株式の自己株式数(株) 331,799 331,799

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

3,683,786 3,683,786

 

 

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △99.89円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

１株当たり四半期純損失（△） △49.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△370,995 △181,604

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △370,995 △181,604

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 3,714,031 3,683,786
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第２四半期連結会計期間

 

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △91.19円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

１株当たり四半期純利益 19.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四
半期純損失（△）
(千円)

△338,652 70,088

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△338,652 70,088

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 3,713,786 3,683,786

 

(重要な後発事象)

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重要な資産の担保提供

当社は、金融機関から円滑な資金調達を得るため、平

成21年10月20日に有価証券担保差入に関する契約を締

結いたしました。

　担保提供資産

投資有価証券　　219,545千円（平成21年9月30日現在

　帳簿価額）
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年11月13日

株式会社　平賀

取締役会　御中

あずさ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　堀　之　北　　重　久　　印

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　佐　藤　　由　紀　雄　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平

賀の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平賀及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成21年11月13日

株式会社　平賀

取締役会　御中

あずさ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　堀　之　北　　重　久　　印

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　大　谷　　は　る　み　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平

賀の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平賀及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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